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近世邦楽における「レンボ」の広がり












































No 種目名 曲　名 初演・作曲年代 作曲者
現行









2 地歌 飛驒組 1642（寛永19）以前？
石村検校



















4）以前？ × 『紙鳶』（1687 ？）






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































勘七には宝永 4年（1707）11 月から享保 3年（1718）閏 10 月の劇場出勤記録があり、若村藤四郎には宝永 4年












































である。この旋律は、第 4段と第 5段の冒頭旋律でもある。〔譜例 10〕の後半の旋律は、初段にも登場する（譜例


















































































Ⅰ AA’ 　C’ +同音反復（きぬた）
Ⅱ F’   FA　GG’ C+同音反復（きぬた）
Ⅲ DD FAA’（1オクターブ下）+同音反復（きぬた）／上調子できぬたの同音反復を弾く
Ⅰでは陰囃子の《雉子》〔譜例 1〕にある「レンボ」の基本旋律 Aを 2回繰り返す（2回目は変化しているので









となる。なお Fの旋律は基本旋律 Aの後半部分を短縮したような旋律であるが、ここでは Aとは別の旋律として
扱う。










以上のように河東節《きぬた》の合の手には、陰囃子の《雉子》〔譜例 1〕の Aと Cの旋律、《六段恋慕合方》













































































Ⅰ FF’   E  C
Ⅱ G’ G’    F
Ⅲ AA’（1オクターブ下）
































































































































































分には、地歌《八千代獅子》の旋律も使われている。構造としては、〔譜例 13〕河東節《きぬた》の 1行目の Aか
ら C’ の前まで（AA’ の旋律を含む）→《八千代獅子》手事の一部→独自の旋律→《きぬた》4行目の Aから 7行









合の手部分の構造は、基本旋律 A→ A→つなぎの旋律→ A→ A→つなぎの旋律となっていて、Aが 4回繰り返





























































































【初演】宝暦 12 年（1762）4 月市村座『残
のこんのゆきかついろそが
雪 曽我』二番目大詰
【作曲者】杵屋忠次郎（18 世紀中頃活躍）・富士田吉治（1714 ～ 71）
【内容】変化舞踊《 柳
やなぎにひなしょちょうのさえずり
雛 諸 鳥 囀 》のうち《鷺娘》として初演された。雪の降る水辺に佇む白鷺になぞらえて
恋の妄執に苦しむ娘を描く。
【部分】〽はかなき恋路とや」の後の合の手に AB、〽胸の闇」の後の合の手に A、〽せめてあわれと～可愛らし」





《鷺娘》の譜例 20 の部分は、歌舞伎『真景累が淵』（現行台本での初演は大正 11 年 5 月市村座）「第一場 七軒




吉に絡むセリフに 2回目の Aから〽濡鷺の」までを 1オクターヴ下で繰り返した。この場合、合方は執着に近













































































【初演】天保 9年（1838）12 月 23 日以前（33）








































































・旋律型の同じ部分がハジキかスクイかの違いがある。例えば、《鷺娘》の旋律型 A〔譜例 20〕は 5小節目の 1拍
と 7小節目の 1拍がハジキになっているが、同じ旋律を 1オクターヴ下げた《新鷺娘》の旋律型 A〔譜例 26〕は


































































曲が現存するので「レンボ合方」に該当する合方〔譜例 30〕を調べると、レンボの Aは無いが、G’ の旋律
型が含まれている。さらに、これまでの「レンボ」にはない 1・2小節目の旋律は、やはり尺八の曲名が詠み込
まれた長唄《白妙》（安永元年［1772］11 月中村座）で、〽恋慕流しに霧






























































































最後になったが、本研究のきっかけは、平成 27 年（2015）2 月 7 日に、京都市立大学日本伝統音楽研究センター
で行った共同発表である（発表者は田中悠美子、野川美穂子、配川美加、吉野雪子。五十音順）。その後、野川・





















５　『日本歌謡研究資料集成』第 3巻（勉誠社、昭和 53 年）から転載。
６　筑紫箏には《恋慕曲》（《恋慕流し》とも）と題する曲がある。郁田流箏曲には《碪恋慕》《恋慕》と題する曲がある。

















































保 9年 12 月 23 日の条に既に《初時雨》の曲名が見える。
34　2 世芳村孝次郎作曲説もある（渥美清太郎『邦楽舞踊辞典』昭和 31 年改版、冨山房）。
35　こうした部分的な旋律型の使い方については、長唄三味線方の今藤政太郎氏に御教示いただいた。











44　初世瀬川如皐作。『日本戯曲全集』第 14 巻（1929 年、春陽堂）に翻刻がある。















竹内道敬監修・解説　1982　『一中節古典名作選』、テイチク、LP6 枚組、GM6019 ～ 6024。
谷垣内和子　1999　「山田流箏曲の歌本についてー『吾嬬箏譜』を中心としてー」、上野学園日本音楽資料室研究年報『日本音楽





平野健次監修・解説　1996　『箏曲地歌大系』、ビクター・エンタティンメント、CD60 枚組、VICG 40110 ～ 40169。
平野健次・上参郷祐康　1978　「糸竹大全」、『日本歌謡研究資料集成』第 3巻、東京、勉誠社、332-333。





How the melody pattern, “Lembo,” 
spread to the shamisen and koto music in the Edo period
NOGAWA Mihoko, HAIKAWA Mika, YOSHINO Yukiko
The melodic pattern called “Lembo” played the special role in the koto and shamisen music during the Edo period. 
Lembo was used in Kigisu, a piece of jiuta (a genre of chamber music for shamisen), as well as in Kinuta, a piece of katobushi 
(a type of joruri narrative). It also constituted pieces of icchubushi (another type of joruri), and pieces of the Yamada School 
koto music. These melody types may date back to the famous song “Lembo” in the late 17th century. The song containing 
the phrase, “lembo leletsule,” was not only sung by people but also was familiar as instrumental music played by the 
shamisen and the hitoyogiri shakuhachi or a one-jointed bamboo instrument.
In this paper, we analyzed how the folk song, “Lembo,” prevalent in the early Edo period and its namesake melody 
spread far and wide and examined their defining features. Also, we restored the folk song based on two musical scores: 
Onusa published somewhere around 1685 in the early Edo period and Ikanobori released in 1687 or so. As to the “Lembo” 
melody pattern, we annotated “A” to the typical melodic motif and “B” or “C” to the motifs appearing with “A”. Also, we 
highlighted what kinds of roles the song “Lembo” and its namesake melody took on together with specific images in jiuta, 
Katobushi, Icchubushi, Yamada School koto music, kabuki music nagauta, and kagebayashi. 
